
(57)【要約】

【課題】そのコアパックがケースから容易に分離される

と共に、コアパックの表面には損傷が加えられない二次

電池パック及びコアパックとケースとの分離方法を提供

する。

【解決手段】陽極板１１１、セパレータ１１２及び陰極

板１１３が電極組立体１１４を成し、電極組立体１１４

が電解液と共に外装材１１５に封入され、電極組立体１

１４と電気的に連結された保護回路基板１１７が外装材

１１５の外側に取り付けられて形成されたコアパック１

１０と、コアパック１１０が収納されて固定され、コア

パック１１０が安着される底面には少なくとも一つのト

レンチ１２２が形成されたケース１２０と、コアパック

１１０とケース１２０の底面とを相互に接着させる接着

剤１３０と、ケース１２０を覆ってコアパック１１０を

外部環境から保護するカバー１４０と、を有する。

【選択図】　図１ｂ
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 陽 極 板 、 セ パ レ ー タ 及 び 陰 極 板 が 電 極 組 立 体 を 成 し 、 前 記 電 極 組 立 体 は 電 解 液 と 共 に 外
装 材 に 封 入 さ れ 、 外 装 材 の 外 側 に は 前 記 電 極 組 立 体 と 電 気 的 に 連 結 さ れ る 保 護 回 路 基 板 が
取 り 付 け ら れ た コ ア パ ッ ク と 、
　 前 記 コ ア パ ッ ク が 収 納 さ れ て 固 定 さ れ 、 当 該 コ ア パ ッ ク が 固 定 さ れ る 底 面 に は 少 な く と
も 一 つ の ト レ ン チ が 形 成 さ れ た ケ ー ス と 、
　 前 記 コ ア パ ッ ク と ケ ー ス の 底 面 を 相 互 に 接 着 さ せ る 接 着 剤 と 、
　 前 記 ケ ー ス を 覆 っ て 前 記 コ ア パ ッ ク を 外 部 環 境 か ら 保 護 す る カ バ ー と 、 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 二 次 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ト レ ン チ は 、 底 面 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 、 一 定 の 間 隔 を 置 い て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 二 次 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ト レ ン チ は 、 底 面 の 両 側 対 角 線 方 向 に 沿 っ て 、 一 定 の 間 隔 を 置 い て 交 叉 し て 形 成 さ
れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 二 次 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ト レ ン チ は 、 底 面 の 長 さ 方 向 及 び 幅 方 向 に 沿 っ て 、 一 定 の 間 隔 を 置 い て 交 叉 し て 形
成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 二 次 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ト レ ン チ は 、 深 さ が ケ ー ス 厚 さ の １ ０ ～ ９ ０ ％ の 間 で 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 二 次 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 接 着 剤 は 、 不 織 布 、 ア ク リ ル 、 フ ォ ー ム 、 ま た は 、 フ ィ ル ム の 中 か ら 選 択 さ れ た い
ず れ か 一 つ の 両 面 に 粘 着 剤 が コ ー テ ィ ン グ さ れ た 両 面 接 着 テ ー プ で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 二 次 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 接 着 剤 は 、 キ シ レ ン （ Ｘ ｙ ｌ ｅ ｎ ｅ ） 、 ト ル エ ン （ Ｔ ｏ ｌ ｕ ｅ ｎ ｅ ） 、 ま た は 、 メ
チ ル エ チ ル ケ ト ン （ Ｍ ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ 　 Ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ 　 Ｋ ｅ ｔ ｏ ｎ ｅ ） の 溶 媒 中 か ら 選 択 さ れ た
い ず れ か 一 つ に よ り 、 接 着 力 が 低 下 す る 材 質 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 二 次
電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 外 装 材 は 、 金 属 層 を 中 心 に し て 、 一 面 に は 第 １ 絶 縁 層 が 、 他 面 に は 第 ２ 絶 縁 層 が 形
成 さ れ た 軟 性 パ ウ チ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 二 次 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 金 属 層 は 、 ス チ ー ル 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル 、 ま た は 、 ア ル ミ ニ ウ ム の 中 か ら 選 択 さ
れ た い ず れ か 一 つ で あ り 、
　 前 記 第 １ 絶 縁 層 は 、 ナ イ ロ ン 、 ま た は 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ） の 中 か
ら 選 択 さ れ た い ず れ か 一 つ で あ り 、
　 前 記 第 ２ 絶 縁 層 は 、 変 性 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｃ Ｐ Ｐ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記
載 の 二 次 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 外 装 材 は 、 金 属 か ら な る 缶 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 二 次 電 池 パ ッ ク
。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 金 属 は 、 ス チ ー ル 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル 、 ま た は 、 ア ル ミ ニ ウ ム の 中 か ら 選 択 さ れ
た い ず れ か 一 つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 二 次 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 所 定 の 電 圧 を 発 生 さ せ る 電 圧 発 生 手 段 と 、
　 前 記 電 圧 発 生 手 段 が 底 面 に 安 着 さ れ 、 底 面 に は 少 な く と も 一 つ の ト レ ン チ が 形 成 さ れ た
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ケ ー シ ン グ 手 段 と 、
　 前 記 電 圧 発 生 手 段 を 前 記 ケ ー シ ン グ 手 段 の 底 面 に 接 着 さ せ る 接 着 手 段 と 、
　 前 記 ケ ー シ ン グ 手 段 を 覆 っ て 、 前 記 電 圧 発 生 手 段 を 外 部 環 境 か ら 保 護 す る カ バ ー リ ン グ
手 段 と 、 を 含 ん で な る こ と を 特 徴 と す る 二 次 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ト レ ン チ は 、 底 面 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 、 一 定 の 間 隔 を 置 い て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 二 次 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 ト レ ン チ は 、 底 面 の 両 側 対 角 線 方 向 に 沿 っ て 、 一 定 の 間 隔 を 置 い て 交 叉 し て 形 成 さ
れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 二 次 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ト レ ン チ は 、 底 面 の 長 さ 方 向 及 び 幅 方 向 に 沿 っ て 、 一 定 の 間 隔 を 置 い て 交 叉 し て 形
成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 二 次 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 電 極 組 立 体 及 び 電 解 液 を 外 装 材 に 封 入 し 、 前 記 外 装 材 の 外 部 に 前 記 電 極 組 立 体 と 電 気 的
に 接 続 し た 保 護 回 路 基 板 を 配 置 し た コ ア パ ッ ク を 準 備 し 、 接 着 剤 を 介 し て ケ ー ス の 底 面 に
前 記 コ ア パ ッ ク を 接 着 す る コ ア パ ッ ク 接 着 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 接 着 状 態 を 検 査 し て 、 基 準 値 か ら 外 れ る 場 合 、 前 記 コ ア パ
ッ ク 及 び ケ ー ス を 溶 媒 に 所 定 の 深 さ で 浸 漬 し て 、 接 着 剤 の 接 着 力 を 低 下 さ せ る 接 着 剤 の 接
着 力 低 下 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ケ ー ス か ら コ ア パ ッ ク を 分 離 す る コ ア パ ッ ク 分 離 ス テ ッ プ と 、 か ら な る こ と を 特 徴
と す る コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 分 離 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 接 着 剤 が 接 着 す る ケ ー ス の 底 面 に は 、 前 記 底 面 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 、 一 定 の 間 隔 を
置 い て 、 少 な く と も 一 つ の ト レ ン チ が 形 成 さ れ た ケ ー ス が 提 供 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ６ 記 載 の コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 分 離 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 接 着 剤 が 接 着 す る ケ ー ス の 底 面 に は 、 前 記 底 面 の 両 側 対 角 線 方 向 に 一 定 の 間 隔 を 置
い て 、 少 な く と も 一 つ の ト レ ン チ が 交 叉 し て 形 成 さ れ た ケ ー ス が 提 供 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 分 離 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 接 着 剤 が 接 着 す る ケ ー ス の 底 面 に は 、 前 記 底 面 の 長 さ 方 向 及 び 幅 方 向 に 沿 っ て 、 一
定 の 間 隔 を 置 い て 、 少 な く と も 一 つ の ト レ ン チ が 交 叉 し て 形 成 さ れ た ケ ー ス が 提 供 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 分 離 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 ト レ ン チ は 、 深 さ が ケ ー ス の 厚 さ の １ ０ ～ ９ ０ ％ 間 で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ７ ～ １ ９ の い ず れ か の １ つ の 項 に 記 載 の コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 分 離 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 接 着 剤 は 、 不 織 布 、 ア ク リ ル 、 フ ォ ー ム 、 ま た は 、 フ ィ ル ム の 中 か ら 選 択 さ れ た い
ず れ か 一 つ の 両 面 に 粘 着 剤 が コ ー テ ィ ン グ さ れ た 両 面 接 着 テ ー プ が 用 い ら れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 分 離 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 溶 媒 は 、 キ シ レ ン （ Ｘ ｙ ｌ ｅ ｎ ｅ ） 、 ト ル エ ン （ Ｔ ｏ ｌ ｕ ｅ ｎ ｅ ） 、 メ チ ル エ チ ル
ケ ト ン （ Ｍ ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ 　 Ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ 　 Ｋ ｅ ｔ ｏ ｎ ｅ ） の 中 か ら 選 択 さ れ た い ず れ か 一 つ が
用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 分 離 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 溶 媒 は 、 前 記 外 装 材 及 び ケ ー ス と は 反 応 せ ず 、 前 記 接 着 剤 と の み 反 応 し て 、 前 記 接
着 剤 の 接 着 力 を 低 下 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 分
離 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 二 次 電 池 パ ッ ク 及 び コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 分 離 方 法 に 関 し 、 よ り 詳 し く は
、 電 池 パ ッ ク の 製 造 工 程 中 、 コ ア パ ッ ク を ケ ー ス か ら 分 離 し な け れ ば な ら な い 場 合 、 そ の
コ ア パ ッ ク が ケ ー ス か ら 容 易 に 分 離 さ れ る と 共 に 、 コ ア パ ッ ク の 表 面 に は 損 傷 が 加 え ら れ
な い 二 次 電 池 パ ッ ク 及 び コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 分 離 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 二 次 電 池 パ ッ ク （ ｂ ａ ｔ ｔ ｅ ｒ ｙ 　 ｐ ａ ｃ ｋ ） と は 、 電 池 を 電 力 源 に 使 用 す る
機 器 に お い て 、 実 際 に 使 用 可 能 な 状 態 に 作 ら れ た も の を い い 、 こ れ は 組 電 池 と も 言 う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 電 池 パ ッ ク は 、 通 常 、 外 装 材 に 電 極 組 立 体 及 び 電 解 液 が 封 入 さ れ 、 そ の 表 面
に 保 護 回 路 基 板 が 設 け ら れ て な る コ ア パ ッ ク 、 前 記 コ ア パ ッ ク が 収 納 さ れ る ケ ー ス 、 前 記
コ ア パ ッ ク を ケ ー ス に 接 着 さ せ る 接 着 剤 及 び そ の ケ ー ス を 覆 う カ バ ー か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 こ の よ う な 電 池 パ ッ ク は 、 前 記 コ ア パ ッ ク を ケ ー ス に 接 着 す る 際 、 接 着 装 置 自 体
の 欠 陥 や 、 接 着 剤 の 接 着 位 置 誤 差 、 コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 間 の 相 互 ア ラ イ ン メ ン ト 誤 差
等 に よ り 、 コ ア パ ッ ク が ケ ー ス の 正 し い 位 置 に 接 着 し な い 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 に
は 、 前 記 コ ア パ ッ ク が ケ ー ス に 正 し く 接 着 さ れ な い 虞 や 、 ま た は 、 電 池 パ ッ ク の 完 成 後 、
ケ ー ス の 内 側 で コ ア パ ッ ク が 揺 れ て 騷 音 を 発 生 さ せ る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 前 述 の よ う に 、 コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と が 正 し く 接 着 し な い 場 合 は 、 ケ ー ス か ら
コ ア パ ッ ク を 分 離 し た 後 、 再 接 着 作 業 を 遂 行 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 こ の よ う な コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 分 離 は 、 前 記 接 着 剤 の 接 着 力 が 非 常 に 高 い
の で 、 前 記 ケ ー ス か ら コ ア パ ッ ク が 容 易 に 分 離 さ れ ず 、 こ の 分 離 作 業 が 困 難 な 問 題 が あ る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 分 離 作 業 後 に も コ ア パ ッ ク 及 び ケ ー ス に 接 着 剤 の 一 部 が 残 存 す る こ と に よ り 、 更
に 後 工 程 が 困 難 と な る 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 尚 、 分 離 作 業 中 、 前 記 コ ア パ ッ ク の 表 面 が 損 傷 を 受 け る こ と に よ り 、 外 観 の 不 良 を 誘 発
し た り 、 コ ア パ ッ ク 自 体 を 廃 棄 し な け れ ば な ら な い 場 合 も あ る 。 即 ち 、 コ ア パ ッ ク の 構 成
要 素 に お い て 、 外 装 材 の 表 面 が 接 着 剤 か ら 容 易 に 分 離 さ れ ず 、 膨 ら ん で 容 積 が 増 え た り 、
ま た は 、 変 形 し た り 、 ま た は 、 外 装 材 自 体 が 破 裂 す る こ と に よ り 、 内 部 の 電 解 液 が 流 出 す
る こ と も あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 前 述 の 従 来 の 問 題 を 解 決 す る た め の も の で あ っ て 、 ケ ー ス か ら コ ア パ ッ ク を
容 易 に 分 離 す る こ と が で き る 二 次 電 池 パ ッ ク を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と を 容 易 に 分 離 す る こ と が で き る コ ア パ ッ ク
と ケ ー ス と の 分 離 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 の 目 的 の 達 成 の た め に 、 本 発 明 に よ る 二 次 電 池 パ ッ ク は 、 陽 極 板 、 セ パ レ ー タ 及 び
陰 極 板 が 電 極 組 立 体 を 成 し 、 電 極 組 立 体 は 電 解 液 と 共 に 外 装 材 に 封 入 さ れ 、 外 装 材 の 外 側
に は 電 極 組 立 体 と 電 気 的 に 連 結 さ れ る 保 護 回 路 基 板 が 取 り 付 け ら れ た コ ア パ ッ ク と 、 前 記
コ ア パ ッ ク が 収 納 さ れ て 固 定 さ れ 、 当 該 コ ア パ ッ ク が 固 定 さ れ る 底 面 に は 少 な く と も 一 つ
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の ト レ ン チ が 形 成 さ れ た ケ ー ス と 、 前 記 コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 底 面 を 相 互 接 着 さ せ る 接
着 剤 と 、 前 記 ケ ー ス を 覆 っ て 前 記 コ ア パ ッ ク を 外 部 環 境 か ら 保 護 す る カ バ ー と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 の 目 的 の 達 成 の た め の 本 発 明 に よ る 二 次 電 池 パ ッ ク は 、 所 定 の 電 圧 を 発 生 さ
せ る 電 圧 発 生 手 段 と 、 電 圧 発 生 手 段 が 底 面 に 安 着 さ れ 、 底 面 に は 少 な く と も 一 つ の ト レ ン
チ が 形 成 さ れ た ケ ー シ ン グ 手 段 と 、 電 圧 発 生 手 段 を 前 記 ケ ー シ ン グ 手 段 の 底 面 に 接 着 さ せ
る 接 着 手 段 と 、 前 記 ケ ー シ ン グ 手 段 を 覆 っ て 前 記 電 圧 発 生 手 段 を 外 部 環 境 か ら 保 護 す る カ
バ ー リ ン グ 手 段 と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 併 せ て 、 前 記 の 目 的 の 達 成 の た め の 本 発 明 に よ る コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 分 離 方 法 は 、
電 極 組 立 体 及 び 電 解 液 を 外 装 材 に 封 入 し 、 前 記 外 装 材 の 外 部 に 前 記 電 極 組 立 体 と 電 気 的 に
接 続 し た 保 護 回 路 基 板 を 配 置 し た コ ア パ ッ ク を 準 備 し 、 接 着 剤 を 介 し て ケ ー ス の 底 面 に 前
記 コ ア パ ッ ク を 接 着 す る コ ア パ ッ ク 接 着 ス テ ッ プ と 、 コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 接 着 状 態 を
検 査 し て 、 基 準 値 か ら 外 れ る 場 合 、 コ ア パ ッ ク 及 び ケ ー ス を 溶 媒 に 所 定 の 深 さ で 浸 漬 し て
、 接 着 剤 の 接 着 力 を 低 下 さ せ る 接 着 剤 の 接 着 力 低 下 ス テ ッ プ と 、 ケ ー ス か ら コ ア パ ッ ク を
分 離 す る コ ア パ ッ ク 分 離 ス テ ッ プ と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 の よ う に し て 、 本 発 明 は 、 接 着 剤 が 接 着 す る ケ ー ス の 底 面 に 多 様 な 形 態 の ト レ ン チ
を 形 成 す る こ と に よ り 、 コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 接 着 不 良 発 生 の 際 、 こ れ を 溶 媒 に 浸 漬 す
る と 、 溶 媒 が ト レ ン チ を 介 し て 接 着 剤 の あ ら ゆ る 部 分 に 迅 速 に 、 か つ 均 一 に 侵 入 し て 、 接
着 剤 の 接 着 力 が 速 く 低 下 さ せ る 。 即 ち 、 ケ ー ス に 多 様 な 形 態 で 形 成 さ れ た ト レ ン チ は 、 溶
媒 が あ ら ゆ る 部 分 の 接 着 剤 に 迅 速 に 、 か つ 均 一 に 至 る よ う に す る 通 路 の 役 割 を 果 た す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 前 記 の よ う に 、 接 着 剤 の 接 着 力 が 迅 速 に 、 か つ 、 均 一 に 低 下 し て 、
ケ ー ス か ら コ ア パ ッ ク を 小 さ な 力 で も 容 易 に 分 離 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 併 せ て 、 本 発 明 は 、 ケ ー ス か ら コ ア パ ッ ク を 容 易 に 分 離 で き る こ と に よ り 、 前 記 コ ア パ
ッ ク を 成 す 外 装 材 の 破 損 現 象 、 即 ち 、 外 装 材 の 伸 び や 変 形 、 破 裂 現 象 を 未 然 に 防 止 す る こ
と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 尚 、 本 発 明 は 、 ケ ー ス 、 ま た は 、 コ ア パ ッ ク の 表 面 か ら も 接 着 剤 を 容 易 に 除 去 で き る よ
う に な る こ と に よ り 、 後 工 程 が 効 率 よ く 実 施 で き る よ う に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 述 の 通 り 、 本 発 明 に 係 る 二 次 電 池 パ ッ ク 及 び コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 分 離 方 法 は 、 ケ
ー ス に 複 数 の ト レ ン チ が 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 接 着 不 良 発 生 の 際 、 こ れ を 所 定 の 溶 媒 に
浸 漬 す る こ と よ り 、 前 記 ト レ ン チ を 介 し て 接 着 剤 の あ ら ゆ る 部 分 に 溶 媒 が 迅 速 に 、 か つ 、
均 一 に 侵 入 す る 。 従 っ て 、 接 着 剤 の 接 着 力 が 低 下 す る か 、 ま た は 、 接 着 剤 自 体 が 溶 け る こ
と に よ り 、 ケ ー ス か ら コ ア パ ッ ク を 比 較 的 容 易 に 分 離 す る こ と が で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 所 定 の 溶 媒 に よ り 接 着 剤 の 接 着 力 を 低 下 さ せ る か 、 ま た は 、 溶 か す こ
と に よ り 、 コ ア パ ッ ク を 成 す 外 装 材 の 破 損 、 即 ち 、 外 装 材 の 伸 び や 変 形 、 ま た は 、 破 裂 を
未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 ケ ー ス 、 ま た は 、 コ ア パ ッ ク の 表 面 か ら も 接 着 剤 が 容 易 に 除 去 で き 、
後 工 程 が 便 利 に な る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の 説 明 は 、 本 発 明 に 係 る 二 次 電 池 パ ッ ク 及 び コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 分 離 方 法 を 行
う た め の 一 実 施 の 形 態 に 過 ぎ な い も の で あ っ て 、 本 発 明 は 、 前 記 の 実 施 の 形 態 に 限 る の で
は な く 、 特 許 請 求 範 囲 で 請 求 す る と こ ろ の よ う に 、 本 発 明 の 要 旨 を 外 れ な い 範 囲 内 で 発 明
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が 属 す る 分 野 で 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 で あ れ ば 、 誰 で も 多 様 な 変 更 実 施 が 可 能 な 範 囲 ま で
本 発 明 の 技 術 的 精 神 が あ る と 言 え る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 で 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 が 本 発 明 を 容 易 に 実 施 す る こ と
が で き る 程 度 に 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ ａ は 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に よ る 二 次 電 池 パ ッ ク の 斜 視 図 を 示 し 、 図 １ ｂ は そ の 分
解 斜 視 図 を 示 し 、 図 １ ｃ は 図 １ ｂ に 図 示 さ れ た コ ア パ ッ ク の 分 解 斜 視 図 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 示 の よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 二 次 電 池 パ ッ ク １ ０ ０ は 、 コ ア パ ッ ク １ １
０ と 、 前 記 コ ア パ ッ ク １ １ ０ が 収 納 さ れ る ケ ー ス １ ２ ０ と 、 前 記 コ ア パ ッ ク １ １ ０ を ケ ー
ス １ ２ ０ に 接 着 す る 接 着 剤 １ ３ ０ と 、 前 記 ケ ー ス １ ２ ０ の 上 部 を 覆 う カ バ ー １ ４ ０ と 、 を
有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま ず 、 前 記 コ ア パ ッ ク １ １ ０ は 、 陽 極 板 １ １ １ 、 セ パ レ ー タ １ １ ２ 及 び 陰 極 板 １ １ ３ が
複 数 回 巻 取 ら れ 、 ま た は 積 層 さ れ て な る 電 極 組 立 体 １ １ ４ と 、 電 解 液 （ 図 示 し て い な い ）
が 含 浸 さ れ た 前 記 電 極 組 立 体 １ １ ４ が 封 入 さ れ た 外 装 材 １ １ ５ と 、 前 記 外 装 材 １ １ ５ の 外
部 に 位 置 し 、 前 記 電 極 組 立 体 １ １ ４ と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 保 護 回 路 基 板 １ １ ７ と 、 か ら な
る 。 前 記 電 極 組 立 体 １ １ ４ と 保 護 回 路 基 板 １ １ ７ と は 、 電 極 タ ッ プ １ １ ８ に よ り 電 気 的 に
接 続 さ れ 、 ま た 、 前 記 保 護 回 路 基 板 １ １ ７ に は 、 ケ ー ス １ ２ ０ の 外 部 ま で 延 び て 外 部 装 置
に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 導 線 １ １ ９ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 仮 に 、 図 面 で は 、 前 記 外 装 材 １ １ ５ の 縁 部 １ １ ６ が 上 部 に 折 ら れ て お り 、 ま た 、 保 護 回
路 基 板 １ １ ７ が 倒 れ て 設 け ら れ て い る が 、 本 発 明 は こ の よ う な コ ア パ ッ ク １ １ ０ の 形 態 に
限 る も の で は な い 。 例 え ば 、 本 発 明 は 前 記 コ ア パ ッ ク １ １ ０ 中 の 外 装 材 １ １ ５ の 縁 部 １ １
６ の 形 状 、 ま た は 、 折 ら れ た 形 態 を 多 様 に 変 更 す る こ と が で き 、 ま た 、 前 記 保 護 回 路 基 板
１ １ ７ の 形 状 、 ま た は 、 設 け ら れ た 状 態 も 多 様 に 変 更 す る こ と が で き る 。 尚 、 図 面 で は 前
記 保 護 回 路 基 板 １ １ ７ が 上 部 に 位 置 し た 状 態 で コ ア パ ッ ク １ １ ０ が ケ ー ス １ ２ ０ に 接 着 さ
れ る 状 態 が 示 さ れ て い る が 、 こ の よ う な 接 着 形 態 に 本 発 明 が 限 る も の で は な い 。 例 え ば 、
本 発 明 は 、 前 記 コ ア パ ッ ク １ １ ０ を 図 面 と は 反 対 に ひ っ く り 返 し て ケ ー ス １ ２ ０ に 接 着 す
る こ と も で き る 。 つ ま り 、 本 発 明 は 、 あ ら ゆ る 形 態 の 外 装 材 １ １ ５ を 基 に し て 製 造 さ れ た
コ ア パ ッ ク １ １ ０ を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 例 と し て 、 前 記 外 装 材 １ １ ５ は 、 金 属 層 １ １ ５ ａ を 中 心 に し て 、 一 面 に は 第 １ 絶 縁 層
１ １ ５ ｂ が 、 他 面 に は 第 ２ 絶 縁 層 １ １ ５ ｃ が 形 成 さ れ た 軟 性 パ ウ チ と す る こ と が で き る 。
よ り 具 体 的 に 、 前 記 金 属 層 １ １ ５ ａ は 、 ス チ ー ル 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、
ま た は 、 そ の 等 価 物 中 か ら 選 択 さ れ た い ず れ か 一 つ で あ る が 、 こ の 材 質 に 限 る も の で は な
い 。 ま た 、 前 記 第 １ 絶 縁 層 １ １ ５ ｂ は 、 ナ イ ロ ン 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｔ
） 、 ま た は 、 そ の 等 価 物 中 か ら 選 択 さ れ た い ず れ か 一 つ で あ る が 、 こ の 材 質 に 限 る も の で
は な い 。 尚 、 前 記 第 ２ 絶 縁 層 １ １ ５ ｃ は 、 変 性 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｃ Ｐ Ｐ ） 、 ま た は 、 そ の
等 価 物 中 か ら 選 択 さ れ た い ず れ か の 一 つ で あ る が 、 こ の 材 質 に 限 る も の で は な い 。 ま た 、
前 記 第 １ 絶 縁 層 １ １ ５ ｂ は 外 装 材 １ １ ５ の 外 表 面 と な り 、 前 記 第 ２ 絶 縁 層 １ １ ５ ｃ は 外 装
材 １ １ ５ の 内 表 面 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 ケ ー ス １ ２ ０ は 、 ほ ぼ 矩 形 板 の 底 面 １ ２ １ と 、 前 記 底 面 １ ２ １ の ４ 辺 か ら 上 部 に 一
定 の 高 さ 延 び た 側 壁 １ ２ ３ 、 １ ２ ４ と 、 か ら な る 。 前 記 側 壁 １ ２ ３ 、 １ ２ ４ は 、 長 さ 方 向
側 壁 １ ２ ３ と 幅 方 向 側 壁 １ ２ ４ と を 有 す る 。 ま た 、 前 記 ケ ー ス １ ２ ０ は 、 接 着 剤 １ ３ ０ で
コ ア パ ッ ク １ １ ０ が 接 着 さ れ る 底 面 １ ２ １ に 少 な く と も 一 つ の ト レ ン チ １ ２ ２ が 形 成 さ れ
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て お り 、 こ の よ う な ト レ ン チ １ ２ ２ は 、 前 記 底 面 １ ２ １ の 長 さ 方 向 に 一 定 の 間 隔 を 置 い て
形 成 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 前 記 ト レ ン チ １ ２ ２ は 、 前 記 長 さ 方 向 の 側 壁 １ ２ ３ と 平 行
に 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の よ う な ト レ ン チ １ ２ ２ は 、 深 さ が ケ ー ス １ ２ ０ の 厚
さ 、 即 ち 、 底 面 １ ２ １ の 厚 さ の １ ０ ～ ９ ０ ％ の 間 で 形 成 す る こ と が で き る 。 一 方 、 こ の よ
う な ケ ー ス １ ２ ０ は 、 通 常 の プ ラ ス チ ッ ク 樹 脂 、 ま た は 、 そ の 等 価 物 で 形 成 す る こ と が で
き る が 、 こ の 材 質 に 限 る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 面 中 、 未 説 明 符 号 １ ２ ５ は 、 コ ア パ ッ ク １ １ ０ か ら 延 び た 導 線 １ １ ９ を 外 部 に 引 出 可
能 な よ う に 、 幅 方 向 の 側 壁 １ ２ ４ に 形 成 さ れ た 通 孔 １ ２ ５ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 接 着 剤 １ ３ ０ は 、 前 記 コ ア パ ッ ク １ １ ０ を 前 記 ケ ー ス １ ２ ０ の 底 面 １ ２ １ に 堅 く 接
着 さ せ る 役 割 を 果 た す 。 即 ち 、 前 記 接 着 剤 １ ３ ０ は 、 前 記 コ ア パ ッ ク １ １ ０ 中 の 外 装 材 １
１ ５ の 表 面 と 底 面 １ ２ １ と を 直 接 に 接 着 さ せ る こ と に よ り 、 ケ ー ス １ ２ ０ の 内 側 で 前 記 コ
ア パ ッ ク １ １ ０ が 揺 れ た り 離 脱 さ れ た り し な い よ う に す る 役 割 を 果 た す 。 こ の よ う な 接 着
剤 １ ３ ０ は 、 不 織 布 、 ア ク リ ル 、 フ ォ ー ム （ ｆ ｏ ａ ｍ ） 、 ま た は 、 フ ィ ル ム 中 か ら 選 択 さ
れ た い ず れ か の 一 つ の 両 面 に 粘 着 剤 が コ ー テ ィ ン グ さ れ た 両 面 接 着 テ ー プ 、 ま た は 、 そ の
等 価 物 を 用 い る こ と が で き る が 、 特 定 の 種 類 に 限 る も の で は な い 。 例 え ば 、 前 記 接 着 剤 １
３ ０ と し て 、 通 常 の エ ポ キ シ 類 を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 方 、 前 記 接 着 剤 １ ３ ０ は 、 キ シ レ ン （ Ｘ ｙ ｌ ｅ ｎ ｅ ） 、 ト ル エ ン （ Ｔ ｏ ｌ ｕ ｅ ｎ ｅ ）
、 メ チ ル エ チ ル ケ ト ン （ Ｍ ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ 　 Ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ 　 Ｋ ｅ ｔ ｏ ｎ ｅ ） 、 ま た は 、 そ の 等 価
物 か ら な る 溶 媒 に よ り 、 接 着 力 が 低 下 す る か 、 ま た は 、 溶 か さ れ る 材 質 を 用 い る こ と が 好
ま し い 。 こ の よ う に 、 接 着 剤 １ ３ ０ が 所 定 の 溶 媒 に よ り 接 着 力 が 低 下 す る か 、 ま た は 、 溶
か さ れ る と 、 コ ア パ ッ ク １ １ ０ と ケ ー ス １ ２ ０ と の 分 離 作 業 時 に 、 前 記 溶 媒 を 用 い て そ の
分 離 作 業 を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 図 面 で は 、 前 記 接 着 剤 １ ３ ０ が コ ア パ ッ ク １ １ ０ の 全 体 広 さ よ り 小 さ く 形 成 さ
れ て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 る も の で は な い 。 例 え ば 、 前 記 接 着 剤 １ ３ ０ を 、 前 記 コ ア
パ ッ ク １ １ ０ の 広 さ よ り 広 く 、 ま た は 、 ケ ー ス １ ２ ０ の 底 面 １ ２ １ の 広 さ と 同 一 に 形 成 す
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 最 後 に 、 前 記 カ バ ー １ ４ ０ は 、 ほ ぼ 矩 形 状 を 成 し 、 接 着 剤 １ ４ １ に よ り 前 記 ケ ー ス １ ２
０ の 側 壁 １ ２ ３ 、 １ ２ ４ に 固 定 さ れ る 。 こ の よ う に 、 コ ア パ ッ ク １ １ ０ が ケ ー ス １ ２ ０ と
カ バ ー １ ４ ０ と に よ り 覆 わ れ る こ と に よ り 、 コ ア パ ッ ク １ １ ０ は 外 部 環 境 か ら 安 全 に 保 護
さ れ 、 ま た 、 前 記 ケ ー ス １ ２ ０ を 外 部 装 置 に 容 易 に 装 着 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ２ ａ は 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 に よ る 二 次 電 池 パ ッ ク を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ ｂ は そ の 分
解 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 示 の よ う に 、 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 に 係 る 二 次 電 池 パ ッ ク ２ ０ ０ は 、 コ ア パ ッ ク ２
１ ０ と 、 前 記 コ ア パ ッ ク ２ １ ０ が 収 納 さ れ る ケ ー ス １ ２ ０ と 、 前 記 コ ア パ ッ ク ２ １ ０ を ケ
ー ス １ ２ ０ に 接 着 す る 接 着 剤 １ ３ ０ と 、 前 記 ケ ー ス １ ２ ０ の 上 部 を 覆 う カ バ ー １ ４ ０ と 、
か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ こ で 、 前 記 ケ ー ス １ ２ ０ 、 接 着 剤 １ ３ ０ 及 び カ バ ー １ ４ ０ の 構 成 は 前 述 の 構 成 と ほ ぼ
類 似 す る た め 、 こ こ で は 相 違 点 を 中 心 に し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 示 の よ う に 、 本 発 明 に よ る 二 次 電 池 パ ッ ク ２ ０ ０ 中 、 コ ア パ ッ ク ２ １ ０ の 外 観 を 成 す
外 装 材 ２ １ ５ は 金 属 缶 と す る こ と が で き る 。 一 例 と し て 、 前 記 金 属 缶 は 、 ス チ ー ル 、 ス テ
ン レ ス ス チ ー ル 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ま た は 、 そ の 等 価 物 か ら な る こ と が で き る が 、 こ の 材 質
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に 限 る も の で は な い 。 併 せ て 、 こ の よ う な 金 属 缶 で 外 装 材 ２ １ ５ を 形 成 す る 場 合 に は 保 護
回 路 基 板 ２ １ ７ が 外 装 材 ２ １ ５ の 一 側 面 に 樹 脂 ２ １ ９ で 接 着 及 び 固 定 す る こ と が で き る 。
図 面 中 、 未 説 明 符 号 ２ １ ８ は 、 保 護 回 路 基 板 ２ １ ７ に 形 成 さ れ た 端 子 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 一 方 、 前 述 の よ う に 、 前 記 保 護 回 路 基 板 ２ １ ７ に は 、 複 数 の 端 子 ２ １ ８ が 形 成 さ れ て い
る の で 、 ケ ー ス １ ２ ０ の 一 面 １ ２ ４ に は 前 記 端 子 ２ １ ８ と 対 応 す る 位 置 に 複 数 の 通 孔 １ ２
５ が 形 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 前 記 通 孔 １ ２ ５ を 介 し て 前 記 端 子 ２ １ ８ は ケ ー ス １ ２ ０ の
外 部 に 露 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ ａ は 図 １ ａ の １ － １ 線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ３ ｂ は 図 ３ ａ の ２ 領 域 を 拡 大 し た 断 面 図 、
図 ３ ｃ は 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 用 い ら れ た ケ ー ス の み の 平 面 図 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 示 の よ う に 、 ケ ー ス １ ２ ０ の 底 面 １ ２ １ に は 複 数 の ト レ ン チ １ ２ ２ が 長 さ 方 向 側 壁 １
２ ３ と 同 じ 方 向 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な ト レ ン チ １ ２ ２ は 、 接 着 不 良 時 に 接 着 剤 １
３ ０ の 接 着 力 を 低 下 さ せ る 溶 媒 が 直 接 通 過 す る 通 路 で あ っ て 、 そ の 個 数 が 多 け れ ば 多 い ほ
ど 良 い 。 し か し 、 前 記 ト レ ン チ １ ２ ２ は 、 接 着 剤 １ ３ ０ の 接 着 面 積 を 減 ら す こ と に よ り 、
接 着 力 自 体 を 低 下 さ せ る こ と も で き る た め 、 こ れ を 勘 案 し て 適 す る 個 数 で 形 成 す る こ と が
好 ま し い 。 一 方 、 前 記 ト レ ン チ １ ２ ２ は 、 断 面 が ほ ぼ 四 角 形 で 底 面 １ ２ １ に 形 成 さ れ て い
る が 、 ト レ ン チ １ ２ ２ の 形 態 は こ れ に 限 る も の で は な い 。 例 え ば 、 前 記 ト レ ン チ １ ２ ２ は
、 断 面 が 半 円 型 、 逆 三 角 形 、 多 角 形 、 ま た は 、 そ の 等 価 型 で 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 と し て 二 次 電 池 パ ッ ク の ケ ー ス に 対 す る 平 面 図 を 示 し て
い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 示 の よ う に 、 ケ ー ス ２ ２ ０ の 底 面 ２ ２ １ に 形 成 さ れ た ト レ ン チ ２ ２ ２ は 、 両 側 対 角 線
方 向 に 沿 っ て 、 一 定 の 間 隔 を 置 い て 、 交 叉 し て 形 成 す る こ と も で き る 。 即 ち 、 ほ ぼ “ Ｘ ”
字 型 で ト レ ン チ ２ ２ ２ を 形 成 す る こ と も で き る 。 こ の よ う な 形 態 の ト レ ン チ ２ ２ ２ は 、 コ
ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 分 離 作 業 時 に 、 溶 媒 が 接 着 剤 の あ ら ゆ る 領 域 に 、 よ り 迅 速 に 、 か つ
均 一 に 到 達 す る よ う に す る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ５ は 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 と し て 二 次 電 池 パ ッ ク の ケ ー ス に 対 す る 平 面 図 を 示 し て
い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 示 の よ う に 、 ケ ー ス ３ ２ ０ の 底 面 ３ ２ １ に 形 成 さ れ た ト レ ン チ ３ ２ ２ を 、 底 面 ３ ２ １
の 長 さ 方 向 及 び 幅 方 向 （ 言 い 換 え る と 、 長 さ 方 向 側 壁 ３ ２ ３ 及 び 幅 方 向 側 壁 ３ ２ ４ ） に 沿
っ て 、 一 定 の 間 隔 を 置 い て 形 成 す る こ と も で き る 。 即 ち 、 ほ ぼ “ ＋ ” 字 型 で ト レ ン チ ３ ２
２ を 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 形 態 の ト レ ン チ ３ ２ ２ も や は り コ ア パ ッ ク と ケ ー
ス と の 分 離 作 業 時 に 、 溶 媒 が 接 着 剤 の あ ら ゆ る 領 域 に 、 よ り 迅 速 に 、 か つ 均 一 に 到 達 す る
よ う に す る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ６ ａ は 本 発 明 に 係 る コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 分 離 方 法 を 説 明 す る た め の も の で あ っ て
、 二 次 電 池 パ ッ ク が 溶 媒 に 浸 し た 状 態 を 示 し 、 図 ６ ｂ は 図 ６ ａ の ３ － ３ 線 に 沿 う 断 面 図 を
示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 一 般 に 、 コ ア パ ッ ク １ １ ０ と ケ ー ス １ ２ ０ と の 間 に 接 着 剤 １ ３ ０ を 介 し て コ ア パ ッ ク １
１ ０ を 接 着 し た 後 に 、 前 記 コ ア パ ッ ク １ １ ０ が ケ ー ス １ ２ ０ の 所 定 の 位 置 に 正 し く 、 か つ
、 堅 く 接 着 さ れ て い る の か を 検 査 す る こ と に な る 。 こ の よ う な 検 査 の 結 果 、 コ ア パ ッ ク １
１ ０ が ケ ー ス １ ２ ０ の 基 準 位 置 か ら 外 れ た り 、 ま た は 、 コ ア パ ッ ク １ １ ０ が ケ ー ス １ ２ ０
の 内 側 で 揺 れ る 場 合 に は 、 前 記 ケ ー ス １ ２ ０ か ら コ ア パ ッ ク １ １ ０ を 分 離 し て 更 に 接 着 作
業 を す る こ と に な る 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ の 際 、 本 発 明 は 、 前 記 ケ ー ス １ ２ ０ か ら コ ア パ ッ ク １ １ ０ を 強 制 的 に 剥 が す 代 わ り に
、 所 定 の 溶 媒 １ ５ ０ に 前 記 コ ア パ ッ ク １ １ ０ 及 び ケ ー ス １ ２ ０ を 一 定 の 時 間 浸 漬 し た 後 、
分 離 作 業 を 遂 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 例 に 、 キ シ レ ン （ Ｘ ｙ ｌ ｅ ｎ ｅ ） 、 ト ル エ ン （ Ｔ ｏ ｌ ｕ ｅ ｎ ｅ ） 、 メ チ ル エ チ ル ケ ト
ン （ Ｍ ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ 　 Ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ 　 Ｋ ｅ ｔ ｏ ｎ ｅ ） 、 ま た は 、 そ の 等 価 物 中 か ら い ず れ か 一
つ の 溶 媒 １ ５ ０ を 選 択 し て 、 コ ア パ ッ ク １ １ ０ 及 び ケ ー ス １ ２ ０ を 一 定 時 間 浸 漬 す る こ と
に よ り 、 前 記 接 着 剤 １ ３ ０ の 接 着 力 を 低 下 さ せ た り 、 ま た は 、 溶 か し た り す る 。 し た が っ
て 、 前 記 の 溶 媒 １ ５ ０ は 、 コ ア パ ッ ク １ １ ０ 及 び ケ ー ス １ ２ ０ と は 反 応 せ ず 、 接 着 剤 １ ３
０ と の み 反 応 し て 、 そ の 接 着 力 を 低 下 さ せ る 材 質 で さ え す れ ば 、 ど の よ う な も の を 使 用 し
て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 更 に 、 本 発 明 は 、 前 記 接 着 剤 １ ３ ０ が 接 着 す る ケ ー ス １ ２ ０ の 底 面 １ ２ １ に 長 さ 方 向 に
少 な く と も 一 つ の ト レ ン チ １ ２ ２ を 形 成 し た り 、 対 角 線 方 向 に 交 叉 す る 少 な く と も 一 つ の
ト レ ン チ １ ２ ２ を 形 成 し た り 、 長 さ 及 び 幅 方 向 に 交 叉 す る 少 な く と も 一 つ の ト レ ン チ １ ２
２ を 形 成 す る こ と に よ り 、 溶 媒 １ ５ ０ が よ り 迅 速 に 、 か つ 均 一 に あ ら ゆ る 接 着 剤 １ ３ ０ の
領 域 に 到 達 す る よ う に す る 。 前 記 ト レ ン チ １ ２ ２ は 、 深 さ が ケ ー ス １ ２ ０ の 厚 さ の １ ０ ～
９ ０ ％ の 間 で 形 成 さ れ る 。 ま た 、 前 記 接 着 剤 １ ３ ０ は 、 不 織 布 、 ア ク リ ル 、 フ ォ ー ム 、 ま
た は 、 フ ィ ル ム 中 の い ず れ か の 一 つ の 両 面 に 粘 着 剤 が コ ー テ ィ ン グ さ れ た 両 面 接 着 テ ー プ
を 用 い る こ と が で き る 。 こ の よ う な ケ ー ス １ ２ ０ の ト レ ン チ １ ２ ２ 及 び 接 着 剤 １ ３ ０ は 、
前 述 の 二 次 電 池 パ ッ ク １ ０ ０ で 説 明 し た 、 全 て の 特 徴 を 含 む の で 、 こ れ 以 上 の 詳 細 な 説 明
は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 前 記 コ ア パ ッ ク １ １ ０ 及 び ケ ー ス １ ２ ０ の 浸 漬 時 に は 、 前 記 コ ア パ ッ ク １ １ ０ に
取 り 付 け ら れ た 保 護 回 路 基 板 １ １ ７ が 溶 媒 １ ５ ０ に よ り 汚 染 さ れ な い よ う に 、 前 記 保 護 回
路 基 板 １ １ ７ は 上 部 に 向 か う よ う に し て 浸 漬 す る こ と は 当 然 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の よ う な 浸 漬 後 に は 、 前 記 接 着 剤 １ ３ ０ の 接 着 力 が 低 下 し た り 、 ま た は 、 接 着 剤 １ ３
０ が 溶 け た り す る こ と に よ り 、 前 記 ケ ー ス １ ２ ０ か ら コ ア パ ッ ク １ １ ０ を 比 較 的 容 易 に 分
離 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ケ ー ス １ ２ ０ 及 び コ ア パ ッ ク １ １ ０ 自 体 か ら も 接 着 剤 １ ３ ０
を 容 易 に 剥 が す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 尚 、 こ の よ う な 接 着 剤 １ ３ ０ の 接 着 力 の 低 下 や 接 着 剤 １ ３ ０ 自 体 の 溶 け る 現 象 に よ り 、
コ ア パ ッ ク １ １ ０ の 損 傷 、 即 ち 、 外 装 材 １ １ ５ の 表 面 の 伸 び や 変 形 及 び 破 裂 現 象 を 未 然 に
防 止 す る こ と に よ り 、 電 池 パ ッ ク １ ０ ０ の 歩 留 ま り を 低 下 さ せ な い こ と に な り 、 ま た 、 後
工 程 も 効 率 よ く 遂 行 で き る こ と に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ ａ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 二 次 電 池 パ ッ ク を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ｂ 】 図 １ ａ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ｃ 】 図 １ ｂ に お け る コ ア パ ッ ク の み を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ａ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 に 係 る 二 次 電 池 パ ッ ク を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ｂ 】 図 ２ ａ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ａ 】 図 １ ａ の １ － １ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ｂ 】 図 ３ ａ の ２ 領 域 を 拡 大 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ｃ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 二 次 電 池 パ ッ ク 中 の ケ ー ス の み を 示 す 平 面 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 と し て 二 次 電 池 パ ッ ク の ケ ー ス の み を 示 す 平 面 図 で あ る
。
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【 図 ５ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 と し て 二 次 電 池 パ ッ ク の ケ ー ス の み を 示 す 平 面 図 で あ る
。
【 図 ６ ａ 】 本 発 明 に 係 る コ ア パ ッ ク と ケ ー ス と の 分 離 方 法 を 説 明 す る た め の も の で あ っ て
、 二 次 電 池 パ ッ ク が 溶 媒 に 盛 ら れ た 状 態 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ６ ｂ 】 図 ６ ａ の ３ － ３ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 １ ０ ０ 　 　 本 発 明 に よ る 二 次 電 池 パ ッ ク 、
　 １ １ ０ 　 　 コ ア パ ッ ク 、
　 １ １ １ 　 　 陽 極 板 、
　 １ １ ２ 　 　 セ パ レ ー タ 、
　 １ １ ３ 　 　 陰 極 板 、
　 １ １ ４ 　 　 電 極 組 立 体 、
　 １ １ ５ 　 　 外 装 材 、
　 １ １ ６ 　 　 外 装 材 の 縁 部 、
　 １ １ ７ 　 　 保 護 回 路 基 板 、
　 １ １ ８ 　 　 電 極 タ ッ プ 、
　 １ １ ９ 　 　 導 線 、
　 １ ２ ０ 　 　 ケ ー ス 、
　 １ ２ １ 　 　 底 面 、
　 １ ２ ２ 　 　 ト レ ン チ 、
　 １ ２ ３ 　 　 長 さ 方 向 側 壁 、
　 １ ２ ４ 　 　 幅 方 向 側 壁 、
　 １ ２ ５ 　 　 通 孔 、
　 １ ３ ０ 　 　 接 着 剤 、
　 １ ４ ０ 　 　 カ バ ー 、
　 １ ４ １ 　 　 カ バ ー 接 着 用 接 着 剤 、
　 １ ５ ０ 　 　 溶 媒 。
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【 図 １ ａ 】 【 図 １ ｂ 】

【 図 １ ｃ 】

【 図 ２ ａ 】

【 図 ２ ｂ 】
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【 図 ３ ａ 】

【 図 ３ ｂ 】

【 図 ３ ｃ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ ａ 】
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【 図 ６ ｂ 】
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